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1 本書は, 1998年度に発掘調査を実施した緊急地方道整備事業に係る移原遺跡の発掘調査報告

書である。

2 発掘調査は，広島県加計土木事務所から委託を受けて財団法人広島県埋蔵文化財調査センタ

ーが実施した。

3 遺跡の発掘調査は，松井和幸，橋坂久己，岡野克巳が担当した。

4 本書の執筆，編集は松井が行った。

5 本書に使用した遺構の略号は次のとおりである。

SB:住居跡 SK:士曠

6 遺物実測図の断面は，須恵器：黒ヌリ，その他：白ヌキである。

7 第1図は，建設省国土地理院発行のl :25,000地形図（八重） を使用した。

8 方位は，第2図，第3図は真北，他は国土座標第Ⅲ系北である。

9 遺物の法量のうち，復元したものについては（ ）付きで記した。
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I はじめに

移原遺跡は，緊急地方道整備事業にともなって発掘調査を実施した。

‐一般県道金屋壬生線は，高田郡美土里町とlu県郡千代、町を結ぶ幹線道路である。巾|通l自動車

道千代ﾛ]インターチェンジへアクセスする道路であり，美土里町から)』｛烏方面への通勤，周辺の

工業間地への近道として利用されている。このため道路の改良工事が現在進められている。

同事業に伴う文化財の協議は, 1997 (平成9)年9月に，広島県加計上木事務所（以|､~ 「加計

土木」という｡）が千代、町教育委員会（以下「町教委」という｡)-「文化財等の有無及び取扱い

について」を協議したことに始まる。 IIU.教委は，すぐに現地踏査，試掘調査を実施し，工事予定

地内に「移原遺跡」 （400㎡）が存在する旨を同年9月末に加計土木へ通知した。

遺跡の現状保存は悶難であることから、加計土木は1997年10月に，文化庁長官あて，文化財保

護法第57条の3に基づく，埋蔵文化財発掘の通知（｢土木工事の通知｣）を通知した。これを受け

て広烏県教育委員会（以下「県教委」という｡）は加計土木に対し，移原遺跡は工事に先だって

事前の発掘調査が必要である旨通知した。

工事の完成時期から考えて，町教委が発掘調査を行うことは不可能であることから，加計土木

は，県教委へ発掘調査を依頼し，県教委は財団法人広島県埋蔵文化財調査センター（以ド「セン

ター」という｡)が行うことが適当である旨通知した。

センターではこれを受けて, 1998年3月12日付けで文化庁長官あて埋蔵文化財発掘調盗の届出

(文化財保護法第57条）を提出し， 4月13日から5月15日まで発掘訓脊を実施した。

訓盗期間中の5月8Rには，町教委主催の遺跡見学会が実施され，約50名の参加があった。

本書は，以上のような経緯で行われた移原遺跡の発掘調査の成果をまとめたものである。今後

埋蔵文化財の研究資料として， また地域の歴史を明らかにしていく．肋となれば幸いである。

発掘調査にあたっては，広島県加計土木事務所をはじめ，千代田町教育委員会，広島県教育委

員会中世遺跡調査研究室，地元の方々の多大な御協力をいただいた。記して深く感謝いたします。

第1図遺跡見学会
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Ⅱ位置と環境

移原遺跡は，山県郡千代田町大字川井字移原398-4, 398-5, 甲906に所在する。美土里町との

境界に位置する火神城山（標高590m)の南側斜面で，傾斜が緩くなった標高約340m付近に位置

する。火神lll山頂には，毛利氏の本拠郡lll城と吉川氏の本拠日lll城とを結ぶ繋の城と考えられて
l

いる火神山城跡が位置している。

千代田町は，広島県の北西部に位置し，面積約172k㎡の低丘陵性の盆地である。標高600～800

mの山々が周囲を囲み，それらのIⅡ々に源を発する志路原川，冠川，出原川の3本の河川が，大

朝町から流れてくる江の川（可愛川）本流と町内で合流し，三次市を経て日本海に流れている。

遺跡の所在する川井地区は，千代田盆地の北東端，美土里町と境を接する位置にある。前述3

本の河川のうち出原川が江の川と合流する付近の左岸の丘陵上にある。この付近から下流約2km
で土師ダムに至る。

千代田町は，古来から広島湾岸地域とlll陰（石見）地域とを結ぶ交通の要衝として，重要な位

置を占めており, ll｣県郡内では遺跡の多い地域として知られている。そうした交通の要衝として

の重要性は今日でも変わらず，中国自動車道と浜田自動車道の分岐点となっており，工業団地の
建設など開発も多い。

移原遺跡周辺の遺跡を見ると，千代田工業団地建設にともなって墳墓群6基が発掘調査され，
きいのか.2A

四隅突出型墳墓2基を含む墳墓群3基が現在県史跡として指定されている「歳ノ神墳墓群｣，同

じく工業団地の建設にともなって古墳及び9基の墳墓群が調査され，横穴式石室を有する古墳1

基と弥生後期の台状墓2基が県史跡として指定されている｢榊鵬黄峠墳墓群｣などがある。
氏神工業団地の建設の際には，弥生時代から古墳時代にかけての箱式石棺3基，石蓋土曠墓1
基からなる氏神正田遺跡が発掘調査されていき。

壬生の平野を望む川東の丘陵上には，川東古墳群，山根古墳群，下川東古墳群が分布し，江の

川に面しては，川井の殿原第1， 2号古墳など多くの古墳の分布が知られている。
かぇひがみだiこ

ほ場整備事業（高伏谷地区）で, 1984年に当センターが発掘調査を実施した川東の上日神谷遺

跡は,古墳時代後期の満状遺構3本と住居状遺構,軒が検出されていき‘･本遺跡と内容がよく似
ており，位置的にも近い。

（1）

（2）

（3）

（4）

(5）

広島県教育委員会『広島県中世城館遺跡総合調査報告書』第1集 1993年

財団法人広島県埋蔵文化財調査センター『歳ノ神遺跡群・中出勝負峠墳墓群』 1986年
千代田町教育委員会『氏神正田遺跡』 l984年

広島県教育委員会『広島県遺跡地図Ⅲ (IⅡ県郡)｣ 1995年

財団法人広島県埋蔵文化財調査センター『上日神谷遺跡発掘調査報告書』 1985年
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l 移原遺跡 2 火ｲlli l l l城跡

3 火神谷1I1墹群 4 上||#ll'谷世跡

5 火神谷iIW第1号占墳

6氏神正閉世跡

第2図周辺世跡分布図( 1 : 25.000)
第3図世跡I1辺地形IXI ( I : 1 .000 アミ1 Iが迩跡）

第4図遺跡近景（東から）
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Ⅲ遺構と遺物

検出した遺構は，

である。いずれも余

竪穴住居跡2軒(SB1, 2),掘立柱建物跡

|･面中腹から下方にかけて検出した。
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つ
函
の
へ
、
ン

ロ
、
の
ト
、
ン

一一

一一一

339339 一一

一
一
一
一

一

一
一

一-
一十

一

338

"ずr5 K'y（ S

／
0

9一
0
0

‘①－－－－－

職 一

にユ

145575

335
一

／
一

99／／
一

〆

ｎ
Ｕ
」

5m

第5図遺構配湖叉I ( 1 :250)

籍霊
強

鯉 一

篭
■

塁穿
一＝戸

霊” 篭､＝＝
一

一

屍＝
職
一F

戸睦ﾛ＝

一

一琴
捗
・

竜
専一
。

》
》
一
宅
戸

》
二や

一

戦
》

虜
夕

ー

乞・-

霞鍾簿鯵窪

〃

"鍔･諺衝 ”
缶一

＝

写1

■ 心

議謹蘂雲霞 灘謂
2コ〆？…学

＝
野

恵 ’
一
率
農
鐙
塞

一
垂
一

画
医
今

ｐ

』

』

演
曜
筆
鼈
』

『
琴
句

df

里蝋零超 率

f錘
辱一

唾 蕊襲“
達一 Z ．.｡ ､

〃鼈.詞塞
誓べ＝－1‐隆 仁

議
L

” ・q9

鎧 篝
寒
回

垂
唾
一

ザ今
〃

、
△
謬
り
唇
亀

『
』
勝
室

？
ー

‐己

ゴ

夕h
＝

第6図遺跡近景（東から）

－4－



SB1 (第7図）

遺跡のほぼ中央に位置する竪穴住居跡である。斜面下方部分は流失しており，東西約4.6m,南

北約l.6m部分が「．」字状に残っているのみであった。主柱穴は，東西に直径約20cIn,深さ50

cIn程度の穴2基が確認された。位置から推測すると，本来は斜面~ﾄﾞ方にも2基存在し, 4本柱建

物であったと推定される。一部不明瞭な部分もあるが，排水溝が壁面下に掘られていた。

北側側壁のほぼ中央部で, 11l扇約30cmの竈の煙道部分を長さ約1mにわたって検出した。焚口部

分はほとんど破壊されていたが，西側に立石が1個残っていたことから，本来は両方の焚口に石

が立っていたと考えられる。また焚口付近の床面は強く焼土が分布していた。

住居跡の時期は，古墳時代後期（6世紀後半から7世紀前半頃にかけて） と推定される。

SB1の西側から，残存部分で長さ約4m,幅約2mの平坦に造成した段状の遺構(SX1)

を検出した。柱穴などは検出できなかった。

第15図4の甑は，口径(24) cn',底径(11.8) cI,,,高さ27.3cn'の土師器である。龍焚口付近か

ら南側にかけての床面上に散乱した状態で出土した。焼成は良く，器面調整は丁寧である。第15

図1は須恵器杯蓋口縁部小片である。第16図5は，復元できなかったが土師器甕胴部片である。

SB2 (第5図）

調査区の南西隅で検出した竪穴住居跡状遺構である。主柱穴などは明瞭に確認できなかったが，

壁面の掘込み状況などから，直径約3.5m程度の円形床面を呈する竪穴住居跡と考えられる遺構

である。出土遺物は無く，時期は不明である。

F蛭･鍋… 骨‘蕗 ‘感謝卜

j罐ー？… F可

塗旦臺"塾倒鑑§癖等』

ー一 i■

ロー麹戸＜

…蕊
唾

詫
霊
一
戸
一
二

厨
￥
庫
昏
一

酬
需
》
諏

』

凸

一
昌r

B

ご竜ア
タ

ー

ー

角

■

ひ 罪

凸

霊

一

~
藩 墓司
呂＝ 旦

垂

手
』

唖笥

蕊
脚

譲
釘

壺
起
碓
垂

酉

屯

房

早…

き－蕊

塗準

～

,一

湧
・
・
餌

雲
》

磯

一
室
謝
二
◆
Ｆ

騨
斤
電．湖Ｕ

厚垂
壺 吟ゴ

認
＜

ケ

ー

一四
■。

矛

麿

蕊
蕊
《

今
趨
』
》
画

埼
嘘
つ

ぷ

．

Ｑ

一

口舎昌里
毒

Ｐ
勺
ｒ

顛跨鰯
．

勺

鐡
謹
需
・

子
認
幸
一
，
瑳

塞
吟
琴
臨
鷺
《
“

・
ロ
》
《
↑
》
《
↑
．
一

●

ガ

堀
轟

》

■

一

面
△
ロ
レ
ー

錘
碧
》
■

ご

《蝿
李Ｔ

争
愛曇

毎

Ｇつ
轟
・

の
つもｆ

『

》
墨

墨豊，
●

・ 1

第7図SB1周辺（南から）

－5－



、

1

1

’

睡今唖画一

I

、罷
蔀
塞
侭
什
面

躯
壷
侭
什
覇

胡
灘
壷
陣
什
璽
（
港
ユ
ペ
乞
哩

詣
侭
什
亜

魏
謹
偲
什
頭

！
SB1

'ﾏ-Y~鰯
。
守
。

０
の
。
。

。
CC I

’ロ

I

リ

＝

| ’ ▽、

。 。

一

一雫孝

／1
》
‐

｜

｜

’ 一
韮
厩
什
園

苧－－－
拳ご-／ B3

1

1

I

2m

｜
つ3

1

第8図SB1, SX1実測図(1 :60)
一勺

第9図SB1 (南から） 第10図SBl"(南から）



SB3 (第15図）

SB1東側の段状遺榊の2m程度下斜･面で検出した桁行1H(2.6m)×梁行l ii (1 .9m)の掘

立柱建物跡である。柱掘方は，直径50cm,深さ60c'''と大きい。時期は7世紀後半頃と考えられる。

第15図3は，南西隅の柱掘方埋士

から出土した須恵器の杯身である。

大きさは，口径(13.2)cli! ､底径(9.8)

cm,高さ3.7mで，高台は無い。

胎士は精綴，焼成は硬綴で淡青灰色

を呈している。

なお， ｜司様な規模の穴が，いくつ

か検出されたことから，他にも数棟

の掘立柱建物跡が存在していたと推

定される。
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SK1 (第13図）

SB1の北3mの斜面上部で検州した土

城である。大きさは, I:部が約2.3mX

2.6mのほぼ円形，底部は1m×1.8mの梢

円形で，深さは約50cInである。出土遺物は

ほとんど無く，時期は不明である。

SK2 (第13I叉l)

SK1の南西に隣接して存在する士城で

ある。大きさは，上部で東西1.4m×南北

1.1m,底部で|nl90cm×1irl46cmの隅丸長方

形状の土城である。深さは，約60cmで, i)[i

から南にかけては2段掘りとなっている。

出土遺物は無く，時期は不明であるが，全

体の形状から見て弥生時代から古墳時代前

半期にかけての土曠墓である可能性が最も

高い。

○

一

SK2

SK2

1 黒角士隅
2灰黒色土階

SK1

1 啼繭褐角士侭

2胤色土層

3蘭褐色砂質粘土屑
4照色土層

5澱褐色砂貿粘土層
（3層より暗L,）
6灰黒色土嗣

0 2m

第13図SKl , SK2実測図（ ’ ？6()）

~

唾？七

琴

＝

●

、

電

路。

涙

識
》

驍

凶
夢

ゆ ｡

〃

Ｆ

●
■
駒

◆
呂
ｏ
千
供
角

群
》
》
瀞
息

岡
“
生
。

ゴ

．

鐵轟
且』

篭

翁蕊隠
零
酔
垂
唾
寡
。

。
’
↓
』
Ｐ

■
、
。
・
曄

謹

ぴ。
，
百
．
鐘
画

滝
Ｌ
Ｌ
夕
④

●
●

伊
ケ

蟻､
墨

厘
竺

戸
宙
阜

Ｐ
〆 宇睡一

＝

甑

鎌
~

錘 密。

零

ユ
。

h

了

Ｇ

曙
・
‘
蕊
一

ｊ

い
も
垂
ノ
ー
●
《

翁
；
ゞ

一
合

目
蛎舞

ｆＦ今

惑
息

高

宥 陸

●お●

錘

●
士

■タ 4■

１
１
１

字

咄！

魂
・座
一
読

五

一

ｐ

「
“
豪
４

二

鯵
、

b

4■

、蟻

q ■

●

1

守

ー 一

｡

●

●

第14図SK2 (南から）

－8－



SX1 (第8図）

SB1の東側にこれと隣接して形成されている段状の平坦面である◎現状の範囲は4.2m×2.0

mで，本来斜面下方部分に盛I)土が存在したと推定されるが，全て流失していた。 SBlとの直

接的関係は把握できなかったが，方向が一致していることなどから，同一時期の可能性が高い。

なおSB3を建てるための平坦部と考えることもできるが，平坦面との距離が約2mと距離があ

ることから，直接関連するとは考えられない｡ SB3は, SXlの平坦面を一部利用して建てた

ために結果としてこのような配置になったのであろう。

その他の遺物

第15図2は，調査区外西側から出土した高台付須恵器杯片である。 i

やや外側へふんばった貼付け高台である。胎土は精綴，焼成は硬綴で，

期は第15図3とほぼ同様の7世紀後半頃と考えられる。

高台の徒は(12.3) cmで，

，青灰色を呈している。時
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第16図出土-卜器写』‘〔

Ⅳまとめ

移原遺跡の発掘調査は，谷あいに形成された古墳時代後期の小規模な集落遺跡の実体を解明す

ることが出来た点で意義があった。

遺跡は，現在の地形や試掘調査の結果などを参考にすると，東西には広がらない。ただ斜面の

傾斜変換点部分に位置し，南側方向に斜面は緩くなっていることから，集落の中心は南斜面に向

けて形成されている可能性はある。検出された遺構，遺物も古墳時代から古代にかけてのもので

あり，集落としては規模はあまり大きくなかったが，長期間に豆る可能性はある。

川東の上日ﾈ'li谷遺跡は，同様な規模，時代の遺跡である。遺跡は，移原遺跡の西約1 knlに位置

し，火神城山の西南麓に作られた狭長な谷の緩傾斜面上に立地していた。自然の小河川とSD1

を含め3本の溝と住居状遺榊(SB4) 1軒が検出されている。遺跡の時期は, SD3の埋土内

出土の一括して投棄された土器から，古墳時代後期（6世紀末から7世紀末前半）頃と考えられ

ている。移原遺跡の住居の時期とほぼ一致する。

先述のように，移原遺跡が立地する丘陵の南端や西端には，川東古墳群，山根古墳群など多く

の古墳群が存在する。こうした多くの古墳群が成立した背殼は，古墳時代に入ると丘陵の狭い谷

筋まで開発されるようになり，そこに集落が形成されるようになった結果であると考えられる。

-10-
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